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る 所に 依れば、 某氏の 妻、 聖 ピウスの 祭の 日に ピウス 

の 肖像 を 長き 間 凝視し 居りし に、 其 女の 生みし 男子の 

容貌 全く 彼 肖像に 似たり し 由に 候。 生れた る 赤子 は 彼 

聖者の 如く 老衰した る 面貌 を呈 し、 生れし 時、 両手 を 

胸の 上に て 組み合せ、 開きた る 目 は 空 を 見 居り、 肩の 

上に 魘子 ありて、 聖者の 戴ける 垂れた る 帽子の 形に な 

り 居りし 由に 候。 若し 此 記者 マルブランシュの 著名な 

る 哲学者たり、 デカルトの 後継者た る をも猶 信じ 難し 

と 為す 者 あらば、 小生 は 更に マルチン. ルゥ テルの 伝 

へし 所 を 紹介 致すべく 候。 ルゥ テルの 食卓 演説の 中に 

左の 如き 物語 有 之 候。 ルゥ テルが ヰッ テン ベル ヒに在 



ば、 夜の 暗き に 乗じて 人跡 絶えた る 町をド ルンバ ハに 

向って ずっと 先まで 歩み 行く 考に 候。 此道は 新婚の 頃 

妻と 二人に て屢々 散歩に 行きし 道に 候。 此 道の 行 手に 

は 森 あれば、 其 森に 行く 考に 候。 此 手紙 は 熟慮した る 

上に て 定めた る ものに 候。 小生の 精神の 確かなる こと 

は是 等に て 察せられ 度 候。 小生の 名 は アンドレ ァス、 

ォ才ス 卜 リア 

タァ マイ エルと 申 候。 当年 三十 四 歳に 相 成 候。 澳太利 

帝国の 貯蓄 銀行の 役員 を 勤め 居リ、 へ ルナ ルゼル 町 六 

十四 番地に 住し 居り 候。 小生の 結婚せ し は 四 年 前に 候- 

妻は娶 りしより 前 七 年間の 近附 にて、 小生 を 愛し、 小 

生の 娶るを 待つ とて 結婚 を 申込みし 者 を 二人まで 却 



上 は、 世の 人 も 従来の 判断の 誤りな りし こと を 知り、 

妻の 貞婦なる こと を 知りて、 小生の 自殺 を憐 み、 自殺 

せず とも あるべ かリ しもの をと 申すなら むと 存じ 候。 

さりな が ら 小生より 思 へ ば 此 自殺 は 必要 に 候。 何故と 

申す に、 小生の 生存し 居る 限 は、 彼等の 嘲笑 は 止む 時 

有 之る まじく 候。 世の 人の 皆 嘲笑 を 事と する が 中に、 

只 一 人 は 高尚なる 思想より 小生の 心中 を 察し くれし 者 

有 之 候。 そは老 医師 ワルテル. ブラウ ネル 氏に 有 之 候。 

医師 は 小生に 生れし 子 を 見せし 時、 決して 驚き 給 ふな、 

又 夫人の 興奮す る 如き こと を 為し 給 ふな、 斯様なる こ 

と は 世間に 其類少 からず、 明日 リム ビョ ックの 著書 を 



らる ベく、 小生 も 自殺す る を 要せざる ことと 相 成る 可 

く 候。 不幸に して 世の 人 皆 愚に して 根性 悪しき 故、 誰 

も 小生の 言葉に 耳 を 借す ことなく、 申合せた る 如く 嘲 

笑 致し 居候。 妻の 伯父 グスタ ァフ. レンゲル ホォ ヘル 

氏 は 小生の 平素 敬愛し 居る 人に 候へ ども、 初めて 我 子 

を 見せし 時、 異様なる 面 持に て 小生に 目配せ 致し 候。 

我が 生みの 母 も 初めて 孫の 顔 を 見し 時、 小生に 気の毒 

の感 あるら しき 様子に て 握手 致し 候。 小生の 事務所に 

勤め 居る 同僚 は、 昨日 小生が 出勤せ し 時、 互に 顔 を 見 

合せて 私語き 居候。 小生の 借家の 差配人 は 平素 目を掛 

け 居る 者に て、 昨年の クリスマス にも 機械の 破損せ し 



懐中時計 を 子供の 玩弄物に 致す やうに と 贈 リ遣リ しこ 

と ある ものなる に、 昨日 門口に て 出逢 ひし 時、 可笑し 

さ を耐へ 居る 如き 顔付き を 致し 候。 召使 ひ 居候 下女 は 

何 か 可笑し さに 耐 へぬ 如く 殆ど 酒に 酔 ひたる 人 かと 見 

ゆる 様子 を 致 居候。 町の 曲り角なる 荒物屋の 主人 は、 

小生が 通り 過ぐ る 毎に 後 を 見送りし こと 三 四 度に して、 

小生の 通り 過ぐ る 時、 店に 在りし 知らぬ 老婦 人に 向 ひ 

て、 あの 男な りと、 小生 を 指さし 示し 候。 斯の 如き 有 

様 故、 此 無根の 風説の 世間に 伝 はる ことの 速さ は 想像 

の 外に 候。 小生の 平素 全く 知らざる 人に して、 1| 所よ 

り 聞き 知りし か、 此 風説 を 聞き 知り 居る 者 有 之 候。 一 
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